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達成度
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達成値
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達成度

k
評価

★★★

★★

自分の命は自分で守
ろうとする児童の育成

100

体力を身に付けようと
する児童の育成

95

★
保護者の信頼を得
る。

95

　　　いじめや暴力行
為等を許さない学校
環境づくり

100

「働きがい」と「働きや
すさ」の両立

100

100

児童と向き合う時間
の確保

        児童と向き合う
        時間が確保され
ていると答える教職員
（現状値８９％）

100

「心理的安全性が確保
されている」と感じてい
る教職員
「日々の業務の中で充
実感を得られている」と
感じている教職員

体育等に目標をもって取り
組ませる。

児童評価
（体育等に目標をもって
取り組むことができたと
答える児童の割合）
（現状値８９％）

学校の取組や児童のがん
ばり等の積極的な発信

全ての児童を対象にし
た個別面談の実施（月
１回のふれあい相談
日）

定時退校日の徹底

会議や研修，学校行事の見
直しや精選

　　　　　ICTの活用による業
　　　　　務の効率化

組織的な生徒指導体制と教
育相談体制の確立

保護者評価
（児童が学校へ行くの
を楽しみにしていると回
答する保護者の割合）
（現状値１００％）

令和８年度　　評価計画及び自己評価

〈ミッション〉（学校の使命）
社会で人生を豊かに生きるための力を付け，未来を切り拓くことができる児童の育成

　　　　豊浜中学校区　校番３４　学校名　呉市立豊小学校　　　　　　

自己評価

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

a　学校教育目標

「生きてはたらく知識・技能」　　「課題を解決し，発信する力」　　「主体的に学び，協働する力」

令和　８年　４月　１日

g　 指標
（効果を見とる目安）

評価計画（中期経営目標を設定してから　１　・　２　・　３　年目）

〈ビジョン〉（将来の学校像）
夢いっぱい　感動いっぱい　笑顔いっぱい　の　わくわく感あふれる学校

下半期

c　中期経営目標を踏
まえた現状（進捗状
況）と今年度の重点

　本中学校区では，昨年度，特別支援教育の視点を取り入れた学習指導の工夫を行うことで，児童生徒の困り感をなくし，全ての児童生徒が「分かる・でき
る」ための授業づくりを進めてきた。今年度も引き続き，一人一人が主体的に深く学び，自分の思いを表現できるような小規模校，複式学級ならではの授業
づくりを進めていく。
　学力向上・授業改善に加え，「防災教育の深化」「自己肯定感の向上」「郷土を愛する心の育成」「いじめ防止等の対策」「働き方改革や業務改善の一層の
推進」を今年度の重点とする。

自ら考え主体的に学び表現する
児童生徒の育成

～ふるさとを愛し，仲間と共に未来を拓く～

f　目標達成のための方策
（こんなことをして達成します）

上半期

90

「主体的・対話的
に深く学び，思い
を分かりやすく表
現できる」児童生
徒を育成する。

         児童評価
      （災害時に避難す
る場所や避難の仕方に
ついて理解している児
童の割合）
（現状値１００％）

　　　　防災教室・避難訓練
　　　　等で各種災害を自分
ごととして捉えることができ
るよう指導する。

主体的に学び，協働
して学びを深めること
ができる児童の育成

自分の思いを表現す
ることができる児童の
育成

90

　　　　行事等の目標を明確
　　　　にし，達成することに
よって自己肯定感を高め
る。（小中合同行事を含む）

　　　　児童評価
（自分には，よいところ
があると答える児童の
割合）
（現状値７７％）

信
頼
さ
れ
る
学
校

重点

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体

地域・保護者連
携，業務改善

d 中期（３年間）
経営目標

粘り強く挑戦し，夢
や誇りをもち，郷
土を愛する心を育
てる。

確
か
な
学
力

考えを再構築する発問の工
夫をする。
　①あっているか？（理由
は？）
　②仲間分けできるか？一
番よいものはどれか？（理
由は？）等

全ての子どもが「分かる・で
きる」ための工夫をする

児童評価
（授業がよく分かると答
える児童の割合）
（現状値８９％）

　
　　　　１分間スピーチを行
う。（好きなこと，自分のよい
ところ，将来の夢　等）

　　　　授業では発表を促
し，授業の終わりには必ず
振り返りを言わせたり，書い
たりさせる。

85

育成を目指す資質・能力

児童評価
（授業では，自らの考え
や理由を相手に分かり
やすく伝わるようにして
いると答える児童の割
合）
（現状値８６％）

h
目標
値

e 短期（今年度）
経営目標

郷土を愛する心を育
てる。

基礎・基本の学力を
意欲的に身に付けよ
うとする児童の育成

自己肯定感を高め
る。

85

認めて伸ばす言葉かけをす
る。

地域に関わる探究的な学習
を実施する。

児童評価
（自分の住んでいる地
域（呉）のことが好きと
答える児童の割合）
（現状値８１％）

算数科の単元末テスト
の正答率
（現状値７９％）

80

80

予習・復習を行うよう指導す
る。

　　　キュビナを活用した
　個別最適な学び

　　　　家庭学習時間（学年
　×１０＋１０）分の徹底を
図
　る。

授業の中で必ず学習内容
等を確かめる場面を設け
る。

国語科の単元末テスト
の正答率
（現状値８２％）

【k：評価】

Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００

Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０
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